
 

 

 

 

 

 

１ 本校のＥＳＤの特徴 

  本校では、平成２４年１月１７日にユネスコスクールの認定を受け、『持続可能な開発 

のための教育＝ＥＳＤ』を実践するため、地域の森林を素材とした環境教育に重点的に取 

り組みました。その森林＝学校林のことを、『るんるんフォレスト』と呼んでいます。 

    本校の学校林活動は、昭和１１年にトド松６００本が植樹されたことに始まり、その歴 

 史は８０年以上に及びます。現在９．７ｈａの学校林を所有し、学校林での様々な体験活 

 動をとおし、環境から学ぶことで自然と共生する心を育み、【今の私達が、学校林を守る 

ためにできることは何か？】を追究しています。 

  本校のＥＳＤの特徴は、①学校林の中で、五感を 

使って自然とふれあう活動【感じる・遊ぶ・探検する 

・作る】をとおし、自然への好奇心を育む。②学校林 

の動植物に興味をもち、探求活動をとおし、自然への 

理解を深める。③学校林を守り育てる活動をとおし、 

自分達の手でより良い環境を創り上げる。の３点があ 

ります。本校では【５０年後の中茶安別が、どうなっ 

ていてほしいか？】を子供達が考え、未来予想図を 

描くことを、今後のＥＳＤの基本にしていきます。  本校学校林のシンボル【ツリーハウス】  
 

２ 環境教育年間活動計画 
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学校林を生かした全校活動【森林環境教育】 

学校名：釧路管内標茶町立中茶安別小中学校 

校長名：大﨑 治樹  担当名：齋藤  碧 



３ 具体的な活動事例 
 

 【令和３年度…春の植樹活動】 

学校林活動を持続可能なものに                【秋の学校林…… 

するため、ＰＴＡや地域と協力し                 学校の樹木調査】 

毎年春に１００本の植樹と、樹木 

を食害から守るツリーシェルター 

の設置を継続し、学校林の保全・ 

維持に努めています。 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

   【春の学校林…植樹とツリーシェルター設置】 【秋の学校林…ツリーイングの木登り】  
 

４ 成果と課題  

  成果としては、学校林活動による環境教育により、自分達が生活している地域の素晴 

らしさを発見し、地域に対して誇りをもてるようになっていることです。アンケートか

ら、『中茶安別の自然が好きである』という回答が全員から返ってきます。課題は、学校

林活動を持続可能な学習活動にするために工夫する点です。 

  また学習指導要領の改訂に合わせて教育課程への位置づけを見直し、教科横断的な視

点でカリキュラムを編成しなおすことを課題ととらえています。 
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